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（
株
）
原
城
振
興
公

社
に
は
市
か
ら
２
千
万
円
の

出
資
金
が
あ
る
。
二
人
は
市

の
充
て
職
か
ま
た
は
個
人
か
。

　
　
　
　
　
　
回
答
な
し
。

　
　
　
真
砂
は
福
祉
施
設
か
。

　
　
　
　
　
　
福
祉
施
設
で

は
な
い
。

　
　
　
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
物
と
備
品
の
処
分
に
つ
い

て
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
北
有
馬
は
解
体
。

備
品
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
競
り
売
り

等
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。 髙 木 和 惠 議員 

議
員

議
員

議
員

　
　
　
通
勤
通
学
道
路
の
完

成
は
い
つ
か
。

　
　
　
令
和
７
年
度
の
予
定
。

　
　
　
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

建
設
は
誰
の
た
め
か
。

　
　
　
地
域
の
み
な
さ
ん
や

観
光
客
に
愛
さ
れ
る
施
設
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
赤
字
が
大
き
く
な
っ

た
ら
ど
の
よ
う
な
責
任
を
と

る
の
か
。

　
　
　
責
任
を
取
る
取
ら
な

い
以
前
に
、
必
要
な
施
設
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
真
砂
の
お
風
呂
は
本

当
に
天
然
温
泉
か
。

　
　
　
　
　
　
温
泉
で
あ
る
。

　
　
　
道
の
駅
の
買
い
手
は

２
社
。
地
元
の
業
者
は
辞
退
。

辞
退
届
は
出
て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
み
ず
な
し
本
陣

（
株
）へ
）
提
出
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
新
聞
記
事
で
は
道
の

駅
の
買
い
手
（
株
）
エ
バ
ー

グ
リ
ー
ン
に
副
市
長
２
，
５

０
０
万
円
、
職
員
５
０
０
万

円
を
融
資
。
現
在
ア
ペ
ク
シ

ア
（
株
）
に
売
却
、
金
の
回

収
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
全
員
協
議
会
の
申
し

合
せ
中
に
話
し
た
話
じ
ゃ
な

い
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
私
は
「
申
し
合
わ
せ

は
し
な
い
」
と
言
っ
た
。
融

資
し
た
金
は
回
収
で
き
て
い

る
か
を
質
問
。
申
し
合
わ
せ

で
喋
ら
せ
ん
と
は
違
反
。

　
　
　
喋
る
な
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
常
識
の
範
囲
内
で

質
問
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
で
決
ま
っ
た
。
そ
の
質
問

は
中
止
し
て
、
他
の
質
問
に

移
っ
て
く
だ
さ
い
。
議
事
進

行
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思

う
。
議
長
権
限
で
あ
る
。

広く公募して
指定管理先を選定。
市長

「真砂」は直営ではな
くて、指定管理者を
公募するのはなぜか

市
長
・
副
市
長

議
員

議
員

議
員【路線跡地の名称】

質問の様子を
動画で見よう

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

教
育
次
長

市
長

議
長

議
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

副
市
長

市  道  名 市道 南島原自転車道線

事  業  名 南島原市自転車道整備事業

工  事  名 市道　南島原自転車道線
整備工事 ○○工区

島原半島３市議会議員合同研修会長崎県市議会議員研修会

　令和６年８月８日㈭、島原市のホテルシーサイ
ドにて、第13回島原半島市議会議員合同研修会が
開催されました。この研修会は、島原半島の３市
が連携し、地域の課題解決に共に取り組むことを
目的としています。
　今回の研修会では、長崎県産業労働部の宮地智
弘部長から「島原半島のみらいについて」という
テーマで講演をいただきました。企業誘致を中心
に成功事例や条件などお話しいただき、参加者に
とって大変有意義な時間となりました。

　令和６年８月22日㈭、佐世保市において長崎県
市議会議長会議員研修会が開催され、県下各市議
会から多くの議員が参加されました。
　地方議員研究会 黒瀬 雄大 氏より「老朽化に備
える公共施設マネジメント政策」についての講話
がありました。
　老朽化した施設等により災害が発生した事例や、
長崎県各市の施設等の現状が紹介され、課題と解
決のための取組など理解を深めました。
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田
中
次
廣 

委
員
長

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
合
併
特
例
債
の
残
り

の
枠
と
、
発
行
額
、
現
在
の

返
済
額
は
。

　
　
　
合
併
特
例
債
の
発
行

可
能
額
は
、
ハ
ー
ド
事
業
分

と
し
て
３
３
８
億
５
，
６
２

０
万
円
。
ソ
フ
ト
事
業
で
基

金
に
積
立
て
た
分
と
し
て
38

億
円
。
合
わ
せ
て
、
３
７
６

億
５
，
６
２
０
万
円
が
発
行

可
能
額
と
な
っ
て
い
る
。
令

和
６
年
度
の
補
正
予
算
ま
で

に
、
３
６
９
億
８
，
８
８
０

万
円
を
借
入
れ
予
算
化
し
て

お
り
、
残
額
が
６
億
６
，
７

４
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

繰
上
償
還
を
行
い
、
負
担
軽

減
を
図
り
、
令
和
５
年
度
の

決
算
と
し
て
、
約
86
億
円
の

市
債
現
在
高
と
な
っ
て
い
る
。

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

　
　
　
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
託
料

が
１
，
８
７
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
１
社
の
特
命
随
意

契
約
と
な
っ
て
い
る
が
、
契

約
の
相
手
先
と
特
命
随
意
契

約
の
理
由
と
、
指
名
願
等
は

提
出
さ
れ
て
い
た
の
か
。

　
　
　
特
命
随
契
の
相
手
方

は
、
株
式
会
社
リ
ミ
ッ
ク
ス

ポ
イ
ン
ト
。
指
名
願
は
出
さ

れ
て
い
な
い
。
特
命
随
契
の

理
由
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

計
画
は
、
短
期
間
の
事
業
期

間
内
で
計
画
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
策
定
期
間

を
長
く
確
保
す
る
必
要
が

あ
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
国
の
補
助

を
受
け
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、

繰
越
し
が
認
め
ら
れ
な
い
事

業
で
、
単
年
度
で
終
わ
ら
せ

る
必
要
が
あ
る
事
業
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
期
間
的
に
厳
し
い
と

い
う
の
は
分
か
る
。
い
ろ
ん

な
業
者
が
全
国
に
い
る
と
思

う
。
１
社
の
み
に
す
る
と
い

う
の
は
、
手
っ
取
り
早
く
い

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
３

社
で
見
積
り
を
取
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
株
式
会
社
リ
ミ
ッ
ク

ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
道
の
駅
の
施
設
の

脱
炭
素
化
な
ど
に
つ
い
て
、

道
の
駅
の
受
託
事
業
者
と
と

も
に
、
ど
う
い
う
形
で
し
て

い
こ
う
か
検
討
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
の
ほ
う

に
も
、
道
の
駅
の
脱
炭
素
化

を
図
っ
て
い
く
の
は
ど
う
か

と
い
う
よ
う
な
提
案
を
頂
き
、

市
と
し
て
も
、
道
の
駅
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
と
か
、
市

の
目
指
し
て
い
る
脱
炭
素
に

寄
与
す
る
と
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
提
案
を
も
と

に
、
国
へ
こ
の
補
助
金
の
応

募
を
し
た
。
南
島
原
市
の
事

業
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
特
命
随
契
と
い
う
形
で

行
っ
た
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
原
城
の
土
地
の
購
入

は
、
あ
と
ど
の
ぐ
ら
い
残
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
全
体
で
、
48
万
平
米

ほ
ど
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
７

割
を
購
入
し
て
い
る
。
残
り

は
、
現
在
農
業
を
し
て
い
る

方
が
い
て
、
必
要
な
場
所
に

つ
い
て
は
お
願
い
を
し
て
い

る
。

　
　
　
学
校
支
援
教
育
推
進

事
業
の
中
で
、
目
標
に
対
し

て
実
績
が
下
が
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
が
、
少
な
く
な
っ

た
理
由
は
。

　
　
　
特
別
支
援
教
育
推
進

事
業
の
特
別
支
援
教
育
助
手

の
配
置
が
95
．
３
％
に
な
っ

て
い
る
が
、
応
募
枠
に
対
す

る
募
集
を
か
け
て
も
応
募
者

が
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

現
状
。
そ
れ
か
ら
学
校
支
援

員
配
置
事
業
の
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
86
．
７
％
で
、
15

名
の
目
標
に
対
し
て
13
名
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
配
置
で

き
て
い
な
い
の
は
、
深
江
小

学
校
の
馬
場
分
校
と
諏
訪
分

校
だ
が
、
両
分
校
に
つ
い
て

は
、
担
任
数
に
プ
ラ
ス
１
で
、

県
費
負
担
の
教
職
員
が
配
置

さ
れ
て
い
る
の
で
、
学
校
支

援
を
置
く
必
要
性
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
小
・
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
全
て
学
校
支
援
員

を
配
置
し
て
い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
等
開
設
支
援
事
業
補
助
金

９
千
万
円
の
概
算
払
い
の
件

で
、
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
か
ら
、

市
に
対
し
行
政
不
服
申
立
て

が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
市
の
対
応
は
。
ま
た
、

返
還
命
令
を
出
し
た
の
に

返
っ
て
き
て
な
い
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　
　
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
か

ら
出
さ
れ
た
行
政
不
服
申
立

て
は
却
下
さ
れ
、
通
知
を
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
督
促

は
、
本
日
（
17
日
）
が
期
限

で
、
現
段
階
で
は
入
金
さ
れ

て
い
な
い
。
市
は
、
法
に
基

づ
い
て
手
続
を
行
っ
て
い
き
、

仮
差
押
え
等
、
訴
訟
に
今
後

動
い
て
い
く
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　
住
宅
の
未
収
金
に
対

す
る
対
応
は
。

　
　
　
住
宅
の
滞
納
分
に
つ

い
て
は
、
本
来
回
収
さ
れ
る

べ
き
債
権
が
回
収
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

不
公
平
と
い
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
催
告
書
を
本
人
宛
て

に
送
付
す
る
。
そ
れ
に
対
し

て
納
付
が
な
い
場
合
は
、
戸

別
に
訪
問
し
納
付
の
話
を
し

た
り
、
連
絡
が
取
れ
な
い
場

合
は
、
保
証
人
に
話
を
し
納

付
を
お
願
い
し
て
、
滞
納
の

整
理
を
し
て
い
る
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
妊
産
婦
医
療
費
助
成

制
度
に
関
し
て
、
７
１
０
万

円
ぐ
ら
い
予
算
計
上
し
て
い

る
中
で
、
今
回
１
４
０
万
円

ぐ
ら
い
の
支
給
と
い
う
こ
と

だ
が
、
今
後
の
対
象
者
の
条

件
と
、
給
付
条
件
を
見
直
す

考
え
は
。

　
　
　
妊
産
婦
医
療
費
助
成

金
は
、
申
請
し
た
人
が
、
自

己
負
担
額
の
合
計
額
か
ら
５

万
円
を
差
し
引
い
た
額
の
３

分
の
２
と
い
う
こ
と
で
、
一

番
安
い
人
が
１
千
円
で
、
高

い
人
は
10
万
円
を
超
え
て
い

る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
は
分

析
を
行
い
、
今
後
も
っ
と
助

成
金
を
使
え
る
よ
う
な
形
に

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
概
要
）

【
認
定
第
１
号
】「
令
和
５
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
を
不
認
定

主
な
質
疑


